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石 黒 研 究 室 (基 礎 科 )

石黒氏が理学部から教養学部へ移 られたのは 15年位前ですが､当時は由事

敬治氏が助手として在任され､実験室 は理工研の中にありました｡田華氏転出

の後に,阪大から佐々永氏が来 られ､その後教育大を卒業された江尻氏を迎えI

基礎科学科設立のときにはその中核的存在となるべ く新設講座に移って新助手

の却須氏 を加えて今 日に至ってい ます｡いう迄 もな く石黒教授は光物性の大ボ

ス (らしくない 日 です｡佐々木氏 はシンクロトロン放射という素晴らしい光源

を緒拓して意気軒昂､ この秋か らハンブルグへ出張されます｡石具教授にお願

いLLたところ､研究員室 ごとに現在とり組んでいる仕事を解艶 して下さいまし

た｡教授御自身の項が最後になっていますが､大学院学生ではありませんから

念のため｡ (覇者)

〔研究童貞〕 教 授 石 具 清 三

助 教 授 佐々木 泰 三

･助 手 江 尻 有 郷､ 郵 須 崇 夫

大学院学生 福 谷 樽 仁､ 片 山 武 司

大 成 試之助

〔研究テーマ〕

佐々木 核研シンクロトロンのシンクロトロン放射を利用して､歓Ⅹ線より其

空紫外にわたる領域 (2(遥～2000A)における固体の光物性ならびに受光器の

開発を研究している｡ f一 電子によるらしい異常に強い吸収帯の確認,各エネ

ルギーレベルの位置の正確な瑚定などすでに大きな成果をあげている0

特にBe金属のデータで満足なものがまだ無いのに着 日し､大学院学生片山

君とともに日下精密測定の準備中

Ag 薄膜の光の吸収の真空紫外吸収の真空紫外領域での精密測定.なら

びにプラズマ放射の検 出を試みている｡

アルカr)ハ ライ ド,酸化物磁性体の光物性繊定の準備をすすめている.

われわれの所の真空紫外用分光器に水素放電管をとりつける作業､単結晶製作
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装置の製作.赤外分光券の塵鋳.がようやく,7軌道に乗り､ これから本番という所｡

谷Au+Ag 合金のプラズマの研究oAg のプラズマ､ほほほ確立されてい
るが､血 は.はっきりしな.い0時にAu.q)エネルギ-レベルの計算はまだ十分

行われていないのでJむし､̀ろ実験的にできるだけのデータを供胎 し､かつ, プラ

ズマがAg をAu･で薄め て布くにつれてどう推移するかを詞ぺる骨の折れる研

究を歳行中｡

転 巨 7)リウふの光物払シンクロトロン光源整備をやっている｡
成 有機半導体 ･蛍光体の光物性より生体の光物性に進ヾむ誉く七準備中o

SiO2 ricbのガラス､PbOricbのガラスの真空紫外領域での吸収 バ

ン ドの比較に興味をもってい ますが､さてどうなりますか｡

ナ
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